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樹
な
ど
、
高
所
で
の
作
業
や
上
を
向

き
な
が
ら
の
作
業
は
大
変
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
は
、
こ
の
よ

う
な
作
業
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
さ
せ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ロ
ボ
ッ

ト
は
“
力
加
減
〟
が
で
き
な
か
っ
た

か
ら
で
す
。

⑵
　
硬
い
運
動
と
軟
ら
か
い
運
動

　

ロ
ボ
ッ
ト
等
の
機
械
系
の
制
御

は
、「
位
置
（
速
度
）」
と
「
力
」
を

指
定
す
る
こ
と
以
外
に
方
法
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
も
、位
置
と
力
は「
双

対
（
そ
う
つ
い
）
関
係
」
に
あ
り
、

両
者
を
同
時
に
任
意
の
値
に
は
で
き

ず
、
基
本
的
に
は
ど
ち
ら
か
を
指
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

位
置
を
指
定
し
た
運
動
は
「
硬
い

運
動
」
と
い
い
、
動
作
途
中
に
障
害

物
が
あ
る
と
、
押
し
退
け
た
り
破
壊

し
て
で
も
、
位
置
移
動
を
達
成
し
よ

う
と
し
ま
す
。
従
来
の
ロ
ボ
ッ
ト
の

動
作
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

　

一
方
、力
を
指
定
し
た
運
動
は「
軟

ら
か
い
運
動
」
と
い
い
、
対
象
か
ら

の
反
作
用
力
が
設
定
し
た
力
に
達
す

る
ま
で
動
き
ま
す
。人
間
の
動
作
は
、

硬
い
運
動
と
軟
ら
か
い
運
動
が
組
み

合
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
双
方
向
性
」
に
着
目
し
、
現
実
の

物
体
や
周
辺
環
境
と
の
接
触
情
報
を

双
方
向
で
伝
送
し
、「
力
触
覚
」
を

ロ
ボ
ッ
ト
に
実
装
す
る
技
術
を
「
リ

ア
ル
ハ
プ
テ
ィ
ク
ス
（Real-

H
aptics　

以
下
、「
Ｒ
Ｈ
」と
い
う
）」

と
よ
び
ま
す
。
Ｒ
Ｈ
は
、
日
本
発
の

独
創
性
の
高
い
技
術
で
あ
り
、
慶
應

義
塾
大
学
の
大
西
公
平
教
授
が
基
本

特
許
（
特
許
第4696307

号
）
を

取
得
し
て
い
ま
す
。

　

筆
者
が
大
西
教
授
に
出
会
っ
た
の

は
、
二
〇
一
七
年
の
夏
で
し
た
。
介

護
用
Ｒ
Ｈ
機
器
の
発
明
に
関
し
て
お

会
い
し
た
の
で
す
が
、
Ｒ
Ｈ
を
転
用

す
れ
ば
農
業
分
野
に
革
命
が
起
き
る

と
直
感
し
ま
し
た
。
筆
者
は
農
林
水

産
省
の
審
議
会
委
員
と
し
て
多
く
の

最
先
端
技
術
を
見
て
き
ま
し
た
が
、

Ｒ
Ｈ
は
、
本
連
載
で
必
ず
紹
介
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
技
術
の
一
つ
で
す
。

⑷
　
基
本
特
許

　

Ｒ
Ｈ
で
、ロ
ボ
ッ
ト
に
「
力
触
覚
」

を
実
装
し
「
軟
ら
か
い
運
動
」
を
さ

せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
図
表
１
の
と

お
り
で
す
。

　

位
置
制
御
部
、
操
作
力
制
御
部
、

加
速
度
合
成
部
、
反
力
検
出
手
段
に

お
け
る
演
算
式
が
難

解
で
す
が
、
Ｒ
Ｈ
の

基
本
特
許
（
特
許
第

4696307

号
）
を

端
的
に
説
明
す
る
と
、

本
来
、
同
時
に
任
意

の
値
を
指
定
で
き
な

い
「
位
置
」
と
「
力
」

に
つ
い
て
、
①
「
反

作
用
力
（
反
力
、
応

力
）」
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
、
か
つ
、

②
位
置
と
力
を
合
成

し
た
「
加
速
度
」
を

指
定
す
る
こ
と
で
、

「
硬
い
運
動
」
と
「
軟

ら
か
い
運
動
」
を
同

時
に
実
現
で
き
る
、

矛
盾
の
な
い
位
置
と
力
に
制
御
で
き

る
よ
う
に
し
た
発
明
で
す
。

２　
特
許
技
術
の
ポ
イ
ン
ト

　

操
作
者
が
マ
ス
タ
ー
側
装
置
を
動

か
す
こ
と
で
、
ス
レ
ー
ブ
側
装
置
に

同
一
の
動
き
を
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
、
か
つ
、
作
業
対
象
か
ら
ス
レ
ー

ブ
側
装
置
が
受
け
る「
反
作
用
力（
反

力
、
応
力
）」
を
操
作
者
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
、
遠
隔
地
の
作
業
対
象

を
あ
た
か
も
手
元
で
触
っ
て
い
る
感

覚
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を

「
バ
イ
ラ
テ
ラ
ル
（
＝
双
方
）
制
御

方
式
」
と
い
い
ま
す
。

　

従
来
の
バ
イ
ラ
テ
ラ
ル
制
御
方
式

の
装
置
は
、
①
「
位
置
」
と
「
力
」

を
別
々
に
制
御
し
て
い
た
の
で
、
互

い
に
干
渉
し
誤
差
が
残
り
、
両
者
に

矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
、
②
反
力
の
検
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管
理
し
た
り
、
農
業
機
械
を
動
か
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ら
の
デ
ー

タ
に
よ
り
、
熟
練
農
業
者
の
技
術
の

継
承
も
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
よ
り

効
率
的
な
生
産
・
流
通
・
販
売
の
フ
ー

ド
チ
ェ
ー
ン
の
実
現
も
視
野
に
入
っ

て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
そ
れ
ら
は
主
に
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
と
い
っ
た
、
人
間

の
“
頭
脳
〟
作
業
（
解
析
や
診
断
・

予
測
な
ど
）
の
代
替
や
補
助
で
す
。

　

頭
脳
作
業
は
自
動
ま
た
は
遠
隔
で

で
き
て
も
、“
繊
細
な
〟
農
作
物
の

収
穫
や
、
手
で
触
れ
る
こ
と
に
よ
り

状
態
を
確
か
め
た
り
手
を
か
け
る
と

い
っ
た
日
々
の
作
業
に
は
、
や
は
り

“
人
の
手
〟
が
必
要
で
す
。
特
に
果

　連載　連載
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ロ
ボ
ッ
ト
が
力
加
減
を

覚
え
た
ら
？
　
ス
マ
ー

ト
農
業
の
も
っ
と
先

１　
発
明
・
製
品
の
紹
介

⑴
　
力
加
減
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
が
求
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る
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挙
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⑶
　
力
触
覚
と
リ
ア
ル
ハ
プ
テ
ィ
ク

ス
　

人
間
の
五
感
の
う
ち
、
視
覚
・
聴

覚
・
嗅
覚
・
味
覚
は
、
対
象
か
ら
の

「
単
方
向
の
み
」の
感
覚
で
す
。一
方
、

触
覚
は
、温
度
・
湿
度
と
い
っ
た
「
単

方
向
」
の
触
覚
だ
け
で
な
く
、
対
象

に
力
を
加
え
、
対
象
の
変
形
・
振
動

等
の
反
応
を
感
じ
な
が
ら
、
動
作
を

微
調
整
す
る
過
程
で
感
じ
る
、硬
さ
・

弾
力
・
重
さ
・
粘
度
・
質
感
（
ざ
ら

ざ
ら
感
な
ど
）・
動
き
の
有
無
と
い
っ

た
「
双
方
向
」
の
触
覚
（
＝
力
触
覚
）

が
あ
り
ま
す
。

　

従
来
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
、「
力
触

覚
」
が
実
装
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
、位
置
を
指
定
し
た
「
硬
い
運
動
」

の
み
を
行
う
結
果
、
対
象
の
変
形
・

破
壊
等
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
で
は
、
繊
細
な
農
作
物
に

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

利
用
者
に
力
、
振
動
、
動
き
な
ど

を
与
え
る
こ
と
で
皮
膚
感
覚
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
得
る
技
術
を
「
ハ
プ

テ
ィ
ク
ス
（H

aptics

）」
と
い
い
ま

す
（
国
際
ハ
プ
テ
ィ
ク
ス
学
会
に
よ

る
定
義
）。

　

こ
の
う
ち
、
特
に
感
覚
と
動
作
の

浅野 卓　�知的財産アナリスト（特許／コンテンツ）�
一級知的財産管理技能士（ブランド／特許／コンテンツ）
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出
に
力
セ
ン
サ
ー
を
用
い
て
い
た
の

で
、
力
セ
ン
サ
ー
の
信
号
ノ
イ
ズ
・

固
有
周
波
数
・
慣
性
・
低
い
剛
性
に

よ
り
、
高
い
周
波
数
帯
域
で
の
応
答

性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

繊
細
な
作
業
の
実
現
が
困
難
と
い
う

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
Ｒ
Ｈ
の
基
本
特
許
（
特

許
第4696307

号
）
は
、
①
「
加

速
度
」
を
制
御
す
る
と
「
位
置
」
お

よ
び
「
力
」
の
両
者
を
制
御
で
き
る

こ
と
に
着
目
し
、
位
置
お
よ
び
力
を

合
成
し
た
「
加
速
度
指
令
信
号
」
に

よ
り
両
者
を
制
御
し
、
か
つ
、
②
力

セ
ン
サ
ー
に
代
え
て
、
位
置
情
報
と

加
速
度
指
令
信
号
か
ら
反
力
を
推
定

す
る
「
反
力
検
出
手
段
」
を
設
け
て

い
る
点
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

な
お
、
二
〇
二
一
年
九
月
一
七
日

現
在
、「
ハ
プ
テ
ィ
ク
ス（H

aptics

）」

に
係
る
出
願
は
九
七
九
件
あ
り
ま
し

た
が
、こ
の
う
ち
「
農
業
」「
農
産
物
」

「
農
作
業
」
に
関
連
す
る
Ｆ
Ｉ
（
フ
ァ

イ
ル
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）
を
付
さ
れ

た
出
願
は
0
件
で
し
た
。
し
か
し
、

ひ
と
た
び
農
機
メ
ー
カ
ー
に
認
知
さ

れ
れ
ば
、
Ｒ
Ｈ
の
社
会
実
装
は
進
む

と
考
え
ま
す
。

３　

想
定
さ
れ
る
実
施
態
様
・

事
業
展
開
の
可
能
性

⑴
　
食
品
把
持
装
置

　

Ｒ
Ｈ
の
農
業
分
野
へ
の
展
開
に
つ

い
て
は
、
大
西
教
授
の
チ
ー
ム
が
複

数
の
会
社
と
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う

で
す
が
、
守
秘
義
務
に
よ
り
具
体
的

内
容
を
公
開
で
き
な
い
よ
う
で
す
。

　

公
開
公
報
に
よ
れ
ば
、
食
品
移
載

シ
ス
テ
ム
お
よ
び
食
品
把
持
装
置
の

発
明
が
出
願
さ
れ
て
い
ま
す
（
特
開

2019-58967

）。
当
該
発
明
は
、

画
像
解
析
に
よ
る
農
産
物
・
食
品
の

品
質
情
報
や
位
置
情
報
に
基
づ
い

て
、
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
で
農
産
物
・

食
品
を
把
持
し
選
り
分
け
つ
つ
、
農

産
物
・
食
品
を
搬
送
す
る
コ
ン
ベ
ア

で
す
。
当
該
発
明
中
の
ロ
ボ
ッ
ト
ハ

ン
ド
に
Ｒ
Ｈ
が
実
装
さ
れ
て
お
り
、

農
産
物
・
食
品
の
特
性
に
合
わ
せ
て

優
し
く
把
持
で
き
ま
す
（
図
表
２
）。

　

ま
た
、農
機
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

作
業
機
械
一
般
に
係
る
発
明
も
出
願

さ
れ
て
い
ま
す
（
特
開2019-

214085

）。

⑵
　
適
期
収
穫

　

Ｒ
Ｈ
利
用
の
一
般
論
と
し
て
、
大

西
教
授
の
共
同
研
究
者
で
あ
る
永
島

晃
教
授
に
よ
れ
ば
、
熟
練
者
の
業
や

力
触
覚
を
記
録
し
た
り
（
行
為
の
見

え
る
化
）、
対
象
の
物
理
特
性
を
定

量
化
し
（
対
象
の
見
え
る
化
）、
そ

れ
ら
を
次
世
代
に
伝
授
し
た
り
、
ロ

ボ
ッ
ト
に
組
み
込
ん
だ
り
（
自
動

化
）、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
Ａ
Ｉ

に
提
供
す
る
こ
と
（
Ａ
Ｉ
連
携
）
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
農
業
分
野
に
当
て
は
め
て

み
ま
し
ょ
う
。
果
実
に
つ
い
て
熟
度

を
吟
味
し
て
収
穫
す
る
た
め
に
、
果

皮
色
の
カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
を
用
い
て

い
る
農
家
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
Ａ

Ｉ
に
よ
る
収
穫
前
の
熟
度
判
定
も
、

現
在
の
と
こ
ろ
画
像
解
析
の
み
に
基

づ
き
ま
す
。

　

こ
の
点
、
農
家
の
中
に
は
、
視
覚

情
報
だ
け
で
な
く
、
果
実
に
触
れ
て

収
穫
適
期
を
総
合
的
に
見
極
め
る
方

も
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
例
え
ば
、
基
準
と
な
る

熟
度
の
力
触
覚
を
Ｒ
Ｈ
で
再
現
で
き

る
手
袋
を
左
手
に
は
め
つ
つ
、
右
手

で
樹
上
の
果
実
に
触
れ
、
左
右
の
手

の
感
覚
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
よ
り

確
実
に
収
穫
適
期
を
見
極
め
る
と
い

う
利
用
態
様
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
携

帯
型
の
光
セ
ン
サ
ー
選
果
機
も
あ
り

ま
す
が
、
果
皮
が
厚
く
光
セ
ン
サ
ー

選
果
機
に
不
向
き
な
果
実
や
、糖
度
・

酸
度
や
内
部
障
害
以
外
の
特
性
（
食

感
な
ど
）
が
重
要
な
農
作
物
に
つ
い

て
は
、
Ｒ
Ｈ
が
有
効
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

⑶
　
シ
ー
ズ
ン
外
の
訓
練

　

ま
た
、
農
作
物
や
土
壌
に
触
れ
て

そ
の
状
態
を
確
か
め
る
と
い
う
場

合
、
そ
れ
を
経
験
で
き
る
機
会
は
、

年
に
一
回
収
穫
で
き
る
農
作
物
に
つ

い
て
は
、
年
に
一
回
の
み
（
シ
ー
ズ

ン
中
）に
限
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
で
は
、

新
規
就
農
者
が
習
得
す
る
の
に
年
月

が
か
か
り
ま
す
し
、
そ
れ
が
稀
有
な

症
例
の
場
合
、
経
験
と
し
て
身
に
つ

け
る
こ
と
が
困
難
で
す
。

　

そ
こ
で
、
農
作
物
や
土
壌
の
状
態

の
力
触
覚
を
Ｒ
Ｈ
で
再
現
で
き
る
手

袋
に
よ
り
、
シ
ー
ズ
ン
外
に
お
い
て

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
と
い
う
利
用
態

様
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑷
　
離
れ
た
農
地
の
一
体
運
用

　

Ｒ
Ｈ
利
用
の
一
般
論
と
し
て
、
永

島
教
授
に
よ
れ
ば
、
力
触
覚
を
感
じ

な
が
ら
、
遠
隔
地
か
ら
の
現
場
作
業

や
、
仮
想
空
間
で
の
遠
隔
操
作
を
し

た
り
（
遠
隔
化
）、
作
業
の
巨
大
化
・

微
小
化
や
、
手
の
三
本
指
の
動
き
を

足
の
親
指
で
感
じ
て
制
御
す
る
こ
と

（
作
業
感
触
の
転
移
）
も
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
農
業
分
野
に
当
て
は
め
て

み
る
と
、
圃
場
の
様
子
を
映
し
出
す

ヘ
ッ
ド
マ
ウ
ン
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

と
、
力
触
覚
を
再
現
で
き
る
Ｒ
Ｈ
デ

バ
イ
ス
に
よ
り
、
圃
場
の
ロ
ボ
ッ
ト

を
操
作
す
る
と
い
う
利
用
態
様
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
分
散
・
錯
圃
の
集
積
・

集
約
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
Ｒ
Ｈ
に
よ
れ
ば
実
際
に
自
分
が

現
場
で
作
業
し
て
い
る
の
と
同
じ
感

覚
で
で
き
る
の
で
、
距
離
に
関
係
な

く
分
散
農
地
に
お
け
る
作
業
を
効
率

化
で
き
ま
す
。

　

そ
う
は
い
っ
て
も
、
Ｒ
Ｈ
で
は
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
お
よ
び
力
の
調
整

に
お
い
て
、「
演
算
遅
れ
」
と
「
通

信
遅
れ
」
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
た
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

演
算
遅
れ
に
つ
い
て
は
、
〇
・
二
ミ

リ
秒
以
下
で
演
算
終
了
さ
せ
る
の
で

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

通
信
遅
れ
に
つ
い
て
は
、
応
用
分

野
に
も
よ
り
ま
す
が
、
一
〇
ミ
リ
秒

程
度
の
遅
延
な
ら
実
用
上
の
問
題
は

ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
〇
〇
〇
ｋ
ｍ
を
超
え
る
通
信

路
が
あ
る
場
合
は
、
遅
れ
補
償
装
置

を
付
加
し
て
シ
ス
テ
ム
が
安
定
に
動

く
よ
う
に
で
き
る
も
の
の
、
一
〇
〇

ミ
リ
秒
を
超
え
る
遅
延
だ
と
操
作
感

覚
が
多
少
犠
牲
に
な
る
よ
う
で
す
。

五
〇
〇
〇
ｋ
ｍ
を
超
え
る
通
信
路
が

あ
る
場
合
の
実
験
で
は
、
か
な
り
速

い
動
作
以
外
は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に

操
作
で
き
た
よ
う
で
す
。
東
京
か
ら

鹿
児
島
が
九
六
四
ｋ
ｍ
、
東
京
か
ら

旭
川
（
北
海
道
）
が
九
二
九
ｋ
ｍ
で

す
か
ら
、
５
Ｇ
が
普
及
す
れ
ば
、
日

本
全
国
で
通
信
遅
れ
を
意
識
せ
ず
に

す
み
そ
う
で
す
。

　

と
す
れ
ば
、
全
国
各
地
に
支
店
や

従
業
員
が
い
る
農
業
法
人
で
な
く
て

も
、
個
人
農
家
で
も
全
国
各
地
に
圃

場
を
持
ち
、自
ら
だ
け
で
「
セ
ル
フ
・

リ
レ
ー
出
荷
」
す
る
こ
と
も
想
定
で

き
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
リ
ア
ル
な
「
オ
ン
ラ

イ
ン
体
験
農
業
」も
可
能
で
し
ょ
う
。

⑸
　
高
所
作
業
・
農
地
の
複
層
化

　

私
が
知
る
限
り
で
も
、
干
し
柿
の

選
果
機
や
ト
マ
ト
の
収
穫
機
な
ど
、

農
産
物
を
把
持
し
な
く
て
も
、
そ
の

目
的
を
達
成
す
る
機
械
が
多
数
開
発

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
農
産

物
へ
の
直
接
の
接
触
を
し
な
い
、
ま

た
は
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
を
設

計
思
想
と
し
て
い
る
た
め
、「
単
一

の
作
業
の
み
」
に
特
化
・
最
適
化
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
、Ｒ
Ｈ
の
真
価
は
、“
力
加
減
〟

が
求
め
ら
れ
る
「
複
雑
な
作
業
」
に

対
応
で
き
る
点
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
力
触
覚
を
再
現
で
き
る

Ｒ
Ｈ
デ
バ
イ
ス
に
よ
り
、
ド
ロ
ー
ン

に
取
り
付
け
た
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
を

操
作
し
て
、
高
所
や
不
安
定
な
足
場

で
の
作
業
、
果
樹
な
ど
上
を
向
き
な

が
ら
の
作
業
が
必
要
な
場
面
に
お
い

て
、
農
産
物
へ
の
直
接
の
接
触
を
伴

う
「
複
雑
な
作
業
」
を
す
る
と
い
う

利
用
態
様
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
水
耕

栽
培
の
発
展
に
伴
い
広
ま
っ
て
い
る

「
農
地
の
複
層
化
・
空
中
化
」（
本
誌

六
〇
八
号
四
二
頁
参
照
）
に
お
い
て

有
効
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

⑹
　
作
業
の
巨
大
化
・
微
小
化

　

ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
と
Ｒ
Ｈ

を
組
み
合
わ
せ
る
と
、
次
の
よ
う
な

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

Ｒ
Ｈ
に
よ
り
（
減
衰
さ
れ
た
）
力

触
覚
を
感
じ
な
が
ら
、
人
間
の
力
や

動
き
の
大
き
さ
を
増
幅
し
て
大
き
な

作
業
を
す
る
と
い
う
利
用
態
様
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
を
持
つ
感
覚
で
、
重
い
野
菜

の
収
穫
か
ご
を
持
ち
上
げ
た
り
、
パ

ン
を
切
る
感
覚
で
、
果
樹
の
せ
ん
定

が
で
き
る
わ
け
で
す
。

　

逆
に
、
Ｒ
Ｈ
に
よ
り
（
増
幅
さ
れ

た
）
力
触
覚
を
感
じ
な
が
ら
、
日
常

の
力
加
減
や
大
雑
把
な
動
き
で
微
細

な
作
業
を
す
る
と
い
う
利
用
態
様
も

考
え
ら
れ
ま
す
。「
農
福
連
携
」
の

場
面
で
有
効
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

�

（
あ
さ
の　

た
か
し
）

【図表２】イチゴを把持するロボットハンド

ポテトチップも割らずにつまめる
（出所）大西教授提供
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